
講 師 アマゾン ウェブ サービス ジャパン 合同会社
パブリックセクター 技術本部 ソリューションアーキテクト 松浦 靖 氏

生 成 A I で 加 速 す る 医 療 D X の 今
～ A W S に よ る 事 例 解 説 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 ～

講師プロフィール
ヘルスケア分野のお客様に対し、クラウド活用のための技術支援を担当し、前職は、医療機器メーカで
部門システムの開発、保守を推進されていました。

Seminar01 11：00～11：30

サ ン ネ ッ ト 医 療 フ ェ ア 事 務 局 ま で

T E L ： 0 8 2 - 2 4 8 - 7 7 8 2   F A X ： 0 8 2 - 2 4 7 - 0 6 4 7主 催 ： 株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト 協 賛 ： 日 本 電 気 株 式 会 社

お 申 し 込 み は 右 記 Q R コ ー ド か ら ア ク セ ス い た だ き 、

専 用 お 申 し 込 み フ ォ ー ム に 必 要 事 項 を ご 入 力 く だ さ い 。

▐ お 申 し 込 み 方 法
来場申し込み
こちらから

▐ 会 場 案 内

▐ お 問 い 合 わ せ 先

広島県民文化センター
〒 7 3 0 - 0 0 5 1
広 島 県 広 島 市 中 区 大 手 町 1 丁 目 5 - 3

※ 広 島 駅 か ら バ ス ・ 電 車 で 約 1 5 分
有 料 駐 車 場 3 0 台 あ り （ 3 0 分 2 0 0 円 ）

DXの今を、広島から
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医療フェア2024

来 場 ・ セミナー参加申し込み締切は

10月28日（月）17：00までになります。

※ セ ミ ナーのWEB 視聴をご希望される場合、別途ご参加用案内メールを

お 送 り いたします。

医療現場でどのように生成AIを利用して業務改善していくかを、実際の活用事例とこれからの展望を
わかりやすく解説していきます。

講 師 日本電気株式会社 医療ソリューション統括部 西日本戦略グループ
事業主幹 中島 誠一郎 氏

Seminar02 13：30～14：00

イ ン シ デ ン ト か ら の 復 旧 作 業
～ 大 阪 急 性 期 ・ 総 合 医 療 セ ン タ ー で の 経 験 ～

▐ セ ミ ナ ー

令和4年10月31日に発生した、ランサムウェアによる総合医療情報システムのダウンについて、電子カルテ
ベンダである日本電気の視点から見た、事件の概要、復旧に至るまでの経緯とポイントについて説明いたします。

万が一、同様の被害にあった際に、どういったリアクションを起こすべきか、事例に学ぶ、良い機会として
いただければと存じます。

講 師 日本電気株式会社 医療ソリューション統括部 ソリューション推進グループ
シニアプロフェッショナル 野間 充 氏

医 療 D X を 推 進 する R P A 、 チ ャ ッ ト ボ ッ ト 、 A I
～ 事 例 か ら 活 用 方 法 を 解 説 し ま す ～

昨今様々な分野で話題となっているDX（デジタルトランスフォーメーション）についてRPA（ソフトウェア
ロボットによる業務自動化）、チャットボット（システムで自動で行うコミュニケーションツール）、AI
（人工知能）の活用方法を、事例紹介を中心にご紹介いたします。

循環器内科の現役医師である演者が、医療現場の問題点や課題点を洗い出し、それらにどうアプローチして
DXの推進を行っているのか、具体的な事例を紹介いたします。

Seminar03 14：30～15：00

来場のみご参加可能

講師プロフィール
1992年から日本電気株式会社へ入社し、中大規模病院の病院情報システムの構築SE職、大学病院を専門担当
するSIマネジメント職を経て、現在は西日本全体のヘルスケアマーケットの統括として従事されています。

講師プロフィール
1983年に九州大学医学部を卒業後、循環器内科に入局され、九州大学病院および佐賀県立病院好生館に勤務

されました。2000年には九州厚生年金病院で医療情報部を立ち上げられ、2009年には日本電気社製の電子カルテ
システムの導入を主導されました。

2015年にJCHO九州病院を退職後、日本電気株式会社に入社され、現在は診療を続けながら社内教育や講演、
営業同行を実施されています。

入 場 無 料
VR体 験 あ り

当 日 の 資 料 配 布 ・ 配 信 は
行 い ま せ ん の で ご 了 承 く だ さ い

NEC情報サービス事業グループ加盟会社



電 子 カ ル テ シ ス テ ム
日 本 電 気 株 式 会 社

M e g a O a k - M I ･ R A ･ I s V

時 代 の 変 化 に 対 応 し 、 医 療 環 境 に お け る 課 題 を 解 決 す る

M I ･ R A ･ I s  V （ フ ァ イ ブ ） 。 医 療 安 全 、 仕 事 効 率 の 向 上 、 経 営

支 援 の 3 つ の コ ン セ プ ト で 、 使 い や す く 進 化 す る 電 子 カ ル テ が 、

安 心 と 革 新 を 提 供 い た し ま す 。

オ フ ラ イ ン バ ッ ク ア ッ プ
株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

R D X

ラ ン サ ム ウ ェ ア に 対 し “ 被 害 に 遭 わ な い ” 対 策 に 加 えて ” 被 害 を

最 小 限 に 抑 え る ” 対 策 サ ー ビ ス と して 、 オ フ ラ イ ン バ ッ ク ア ッ プ

を 用 い た 復 旧 サ ー ビ ス を ワ ン ス ト ッ プ で 提 案 い た し ま す。

健 康 診 断 シ ス テ ム
株 式 会 社 石 川 コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー

L i f L i 健 診 H i

L i f L i 健 診 H i ク ラ ウ ド サ ー ビ ス オ プシ ョ ン 「 We b ＋ 」

「 L i f L i 健 診 H i 」 は 、 健 診 規 模 を 問 わ ず 様 々 な シ ー ン で ご 活 用 い た だ

け る 総 合 健 診 シ ス テ ム で す 。 ま た 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス オ プ シ ョ ン に

よ り 、 健 診 受 診 者 は ス マ ー ト フ ォ ン か ら 健 康 診 断 の 予 約 や 問 診 入 力

に 加 え 、 健 康 診 断 の 結 果 を 閲 覧 で き ま す 。

V R
株 式 会 社 ビ ー ラ イ ズ

E V R ・ ク ラ ウ ド ケ ー ス ・ H i V R

診 断 中 に 表 示 さ れ る テ キ ス ト ・ 動 画 な ど を 入 れ 替 え る こ と で 、

症 例 を 自 由 に 作 成 可 能 な 救 急 医 療 教 育 用 V R シ ミ ュ レ ー タ ー の

他 、 学 生 向 け の 仮 想 患 者 へ の 診 察 ・ 処 置 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン や

I V R ス テ ッ プ 学 習 用 シ ミ ュ レ ー タ ー を 体 験 い た だ け ま す 。

就 業 管 理 シ ス テ ム ・ 集 患 支 援 サ ー ビ ス
イ ン フ ォ コ ム 株 式 会 社

C W S ・ m P r o b e

医 療 機 関 に 特 化 し 、 医 師 の 上 限 規 制 に も 対 応 し た 就 業 管 理 ・ 看

護 部 門 管 理 シ ス テ ム 「 C W S 」 と 、 新 規 紹 介 患 者 の 増 加 に よ る 病

院 の 「 収 益 改 善 」 、 地 域 連 携 室 様 の 「 効 率 的 な 前 方 支 援 」 に 貢

献 で き る 集 患 支 援 サ ー ビ ス 「 m P r o b e 」 を ご 紹 介 い た し ま す 。

情 報 共 有 ・ 業 務 支 援 ツ ー ル
株 式 会 社 シ ー エ ス ア イ

ド ク タ ー コ ネ ク ト

『 ド ク タ ー コ ネ ク ト 』 は 患 者 と 医 療 機 関 の 情 報 共 有 を 支 援

し ま す 。 予 約 か ら 事 前 問 診 、 電 子 カ ル テ に 転 記 す る サ ー ビ ス を

提 供 い た し ま す 。

看 護 勤 務 表 ・ リ ハ ビ リ シ ス テ ム
株 式 会 社 エ ム シ ー エ ス

ナ ー ス 物 語 ナ イ ス プ ラ ン Ⅱ ・ リ ハ 物 語 P O S T Ⅱ

ナ イ ス プ ラ ン Ⅱ は 院 内 ど こ か ら で も 使 え る 「 利 便 性 」 と 「 操 作 性 」

で 勤 務 表 作 成 ・ 管 理 業 務 の 効 率 化 を サ ポ ー ト い た し ま す 。

さ ら に 機 能 が 充 実 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン シ ス テ ム と 併 せ て

ご 紹 介 い た し ま す 。

バ ッ ク ア ッ プサ ー ビ ス
株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

サ ン ネ ッ ト D X プ ラ ッ ト フ ォ ー ム f o r B C P

A W S ク ラ ウ ド で 個 別 フ ァ イル の 復 旧 ・ イメ ー ジ 全 体 復 旧 ・

ラ ン サ ム ウ ェ ア 対 策 ・ A W S 上 で の 仮 想 復 旧 の 機 能 に よ り 、

お 客 様 の 事 業 継 続 計 画 を サ ポ ー ト い た し ま す。

R P A ・ A I 活 用
日 本 電 気 株 式 会 社

N E C  S o f t w a r e  R o b o t  S o l u t i o n

M e g a O a k A I メ デ ィ カ ル ア シ ス ト

「 誰 も が 使 い や す い 」 を 追 求 し た N E C の R P A を ご 紹 介 い た し ま

す 。 R P A の 活 用 に よ り 医 療 従 事 者 の 煩 雑 な 定 型 業 務 の タ ス ク

シ フ テ ィ ン グ が 可 能 と な り ま す 。

医 療 文 章 の 作 成 を 支 援 す る A I サ ー ビ ス も 参 考 出 展 い た し ま す 。

介 護 シ ス テ ム ・ イ ン シ デ ン ト レ ポ ー ト シ ス テ ム
株 式 会 社 南 日 本 情 報 処 理 セ ン タ ー

寿 ・ e - R i s k n

医 療 介 護 連 携 ・ 介 護 の D X 化 を 推 進 する 『 寿 』 、 医 療 安 全 管 理 者

に 寄 り 添 い 業 務 負 担 を 軽 くする 「 e - R i s k n 」 を 展 示 して

い ま す ！

生 成 A I サ ー ビ ス
ア マ ゾ ン ウ ェ ブ サ ー ビ ス ジ ャ パ ン 合 同 会 社

A m a z o n  B e d r o c k

生 成 A I サ ー ビ ス 「 A m a z o n  B e d r o c k 」 は 、 豊 富 な 基 盤 モ デ ル を

用 意 し て お り 、 医 療 機 関 の ニ ー ズ に 応 じ て 使 用 す る こ と が で き ま す 。

セ キ ュ リ テ ィ 、 プ ラ イ バ シ ー 、 責 任 あ る A I を 備 え た 生 成 A I ア プ リ

ケ ー シ ョ ン を 構 築 す る た め に 必 要 な 幅 広 い 機 能 を 提 供 い た し ま す 。

医 療 事 務 シ ス テ ム ・ 未 収 金 管 理 シ ス テ ム
株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

M e g a O a k I B A R S Ⅲ / L T ・ M - S y s t e m

多 忙 な 医 事 課 職 員 の 業 務 負 担 を 軽 く し 、 患 者 と の 的 確 な

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 本 来 の 業 務 に 集 中 で き る 環 境 の 提 供 を

目 指 し ま す 。 M - s y s t e m で は 病 院 全 体 の 患 者 未 収 残 高 を リ ア ル

タ イ ム に 把 握 し 管 理 業 務 を ご 支 援 い た し ま す 。

二 要 素 認 証
株 式 会 社 ソ リ ト ン シ ス テ ム ズ

S m a r t  O n  I D  ・ S o l i t o n  S e c u r e G a t e w a y

F i l e Z e n S

ガ イ ド ラ イ ン 対 応 の 業 界 N o . 1 の 二 要 素 認 証 シ ス テ ム で す 。

医 療 情 報 シ ス テ ム の 利 便 性 と セ キ ュ リ テ ィ を 両 立 い た し ま す 。

ベ ッ ド サ イ ド 情 報 端 末
株 式 会 社 ユ カ リ ア

E U C A L I A  T O U C H  w i t h

ベ ッ ド サ イ ド で の ケ ア の 質 ・ 安 全 性 ・ 効 率 性 の 向 上 を 支 え る

製 品 で す 。 電 子 カ ル テ と 連 携 し た 患 者 情 報 を 分 か り や す く 専 用

端 末 に 表 示 で き ま す 。

B C P 対 応 統 合 カ ル テ 参 照 ビ ュ ー ア
合 同 会 社 ワ ー ク ベ ン チ

K ‘ a s c a d e （ カ ス ケ ー ド ） ・ a p i c k

K ‘ a s c a d e は 新 旧 デ ー タ を 一 つ の 端 末 で 参 照 し な が ら コ ピ ー ＆

ペ ー ス ト で き 、 遠 隔 バ ッ ク ア ッ プ で B C P 対 策 ま で で き る カ ル テ

ビ ュ ー ア で す 。 併 せ て ク リ ニ カ ル パ ス 支 援 ツ ー ル も ご 一 緒 に

ご 紹 介 い た し ま す 。

ス マ ホ ソ リ ュ ー シ ョ ン 患 者 誘 導 サ ー ビ ス
株 式 会 社 石 川 コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー

株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

S m a c o n S m a I L E

電 子 カ ル テ シ ス テム 「 M e g a O a k - M I ･ R A ･ I s シ リ ー ズ 」 お よ び

医 療 事 務 シ ス テム 「 M e g a O a k - I B A R S 」 と 連 携 し た 病 院 職 員 視 点

の 外 来 患 者 の 誘 導 や 呼 び 出 し サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す。

※ 参 考 出 展

病 棟 看 護 師 業 務 D X
株 式 会 社 K I S

N u r s e  B o a r d

N u r s e  B o a r d は 、 電 子 カ ル テ の 病 棟 看 護 業 務 情 報 を 出 力 す る

病 棟 看 護 師 向 け の 製 品 で す 。

複 数 の 情 報 を 表 示 し 、 作 業 状 況 の 把 握 ・ 伝 達 事 項 の 共 有 が 容 易

に な り ま す 。

ス ポ ッ ト チ ェ ッ ク モ ニ タ シ ス テ ム
フ ク ダ コ ー リ ン 株 式 会 社

S C - 1 8 0 0

ス ポ ッ ト チ ェ ッ ク モ ニ タ は バ イ タル デ ー タ を 電 子 カ ル テ に 転 送

す る こ と に よ り 、 働 き 方 改 革 ・ 医 療 D X 推 進 の 一 環 と して 貢 献 さ

せ て い た だ き ま す。

病 院 情 報 活 用 ツ ー ル
株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

D a i l y - P R O B E

医 事 シ ス テ ム や 電 子 カ ル テ シ ス テ ム に 蓄 積 さ れ て い る 診 療 デ ー タ

を も と に 、 デ ー タ 分 析 ・ 病 床 機 能 の 評 価 ・ 看 護 必 要 度 の モ ニ タ

リ ン グ や 分 析 を 行 い 、 自 院 の 「 今 」 を 知 る こ と が で き ま す 。

セ キ ュ リ テ ィ 対 策
日 本 事 務 器 株 式 会 社

ト レ ン ド マ イ ク ロ 株 式 会 社

VBBSS あんしんプラス・Cloud Edge  あんしんプラス

昨 今 医 療 機 関 を 狙 う サ イ バ ー 攻 撃 が 流 行 っ て い る 中 で 、 医 療

情 報 シ ス テ ム の 安 全 管 理 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン に も 対 応 し た 、

セ キ ュ リ テ ィ 対 策 に 関 し て ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま す 。

指 導 管 理 算 定 フ ォ ロ ー シ ス テ ム
N E C ネ ク サ ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社

指 導 管 理 算 定 フ ォ ロ ー シ ス テム

医 学 管 理 料 の 適 切 な 算 定 は 、 ど の 保 険 医 療 機 関 に と っ て も 悩 ま

し い 問 題 で す 。 現 時 点 で の 算 定 改 善 可 能 性 を 見 え る 化 、 適 切 な

カ ル テ 記 載 と 算 定 を 支 援 い た し ま す 。

サ ン ネ ッ ト 医 療 フ ェ ア 2 0 2 4

展 示 シ ス テム
医 療 D X の 次 世 代 ソ リ ュ ー シ ョ ン と し て
最 新 の 病 院 シ ス テ ム を 展 示 し て お り ま す

病 院 用 自 動 再 来 受 付 機
株 式 会 社 U S E N - A L M E X

A P S - N E X T

医 療 機 関 用 の デ ザ イ ン 、 使 い や す さ を 追 求 し た 最 新 モ デ ル は

再 来 受 付 機 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド リ ー ダ 連 携 が 可 能 で す 。

※ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド リ ー ダ 連 携 は 同 社 モ デ ル の み 対 応 可 能 で す 。

音 声 入 力 ツ ー ル
株 式 会 社 ア ド バ ン ス ト ・ メ デ ィ ア

A m i Vo i c e

高 精 度 な 音 声 認 識 技 術 を 用 い て 、 医 療 記 録 の 作 成 を 効 率 化 し 、

医 師 の 負 担 を 軽 減 す る こ と で 診 療 の 質 向 上 を サ ポ ー ト い た し ま

す 。 ※ 電 子 カ ル テ シ ス テ ム ブ ー ス に て ご 紹 介 い た し ま す 。

診 療 情 報 管 理 シ ス テ ム
株 式 会 社 サ ン ネ ッ ト

病 歴 指 南

「 疾 病 、 傷 害 及 び 死 因 の 統 計 分 類 基 本 分 類 表 」 を 採 用 し た 独 自

の 病 名 マ ス タ を ご 提 供 し 、 診 療 情 報 の 管 理 や 柔 軟 な デ ー タ 出 力

に よ り 、 病 院 機 能 評 価 に ご 活 用 い た だ け ま す 。


